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気候変動下での白髪岳保護林の動態
- 保護林モニタリング資料(2008-2023)に基づく解析 –

米田 健



左図の赤色破線が白髭岳(1417m)への一般の登山コ－ス（「熊本県の山」山と渓谷社から引用）。右図は6つ
のモニタリングplotの位置図 (42501～42506)。ここではP1からP6と呼ぶ。標高1256から1391ｍに分布。

防鹿柵内プロット



白髪岳保護林におけるシカ防護ネット設置個所
の位置図。2005年から2018年の間に197箇所に
設置され，柵の総延長は18.85kmに達している。

白髪岳保護林内各plotにおける2010年(平成22年
度）から2023年（令和5年度）間のシカ被害レベル
の推移。2010年から被害レベルが高い保護林。



1391m: from 13.5 m2/ha 1337m: from 28.4 m2/ha 1333m: from 21.1 m2/ha

1330m: from 38.0 m2/ha 1289m: from 46.4 m2/ha 1256m: from 41.2 m2/ha

DBH≧5 
cmの樹
木の胸高
断面積合
計の経年
変化

4(2010)→3(2023)

3(2010)→3(2023)3(2010)→4(2023)3(2010)→4(2023)

4(2010)→4(2023)3(2010)→3(2023)
シカ被害レベル



祖母・傾・大崩
保護林 

調査区標高
880～1690ｍ
2007,13,18,23年度

鬼の目保護林
 調査区標高
1160～1246ｍ
観測：2007,  
12, 17,22年度

1246m 1160m1180m1224m1230m1241m1244m

2
0
2
0
年
下
限
界
標
高

DBH≧5 cm
の樹木の動態

ブナ群集

1690m

ブナ群集
1650m
ブナ群集

1620m
ブナ群集

1475m 1460m
ブナ群集

2
0
6
0
年
下
限
界
標
高

1415m

1360m

2
0
2
0
年
下
限
界
標
高

1360m 1040m

常緑針葉樹

ブナ以外の
落葉広葉樹

ブナ

1000m 930m

1
9
8
0
年
下
限
界
標
高

880m

常緑広葉樹

from 31.9 m2/ha from 40.6 m2/ha
34.7 m2/ha 28.6 m2/ha 49.3 m2/ha

31.1 m2/ha

30.5 m2/ha 29.8 m2/ha 54.8 m2/ha 73.7 m2/ha 15.3 m2/ha 17.7 m2/ha

40.2 m2/ha

31.5 m2/ha

69.4 m2/ha34.8 m2/ha57.9 m2/ha50.2 m2/ha37.7 m2/ha

シカ被害レベル
1(2008)→2(2023) 2(2008)→4(2023) 2(2008)→3(2023) 2(2008)→3(2023) 1(2008)→3(2023)

2(2008)→4(2023) 2(2008)→2(2023) 2(2008)→3(2023) 2(2008)→4(2023) 2(2008)→4(2023)2(2008)→3(2023)

2(2008)→3(2023)

P11 P12P10



ブ
ナ

他
の
落
葉
広
葉
樹

針
葉
樹

DBH：5 – 18 cm DBH：18 – 36 cm DBH：36 cm以上

胸
高
断
面
積
合
計
(BA)

の
増
減
プ
ロ
ッ
ト
数
割
合

減少

変化
なし

増加
減少

増加
減少

60％のプロットで減少

増加



2010年～2023年間の、各プロットにおけるブナの
胸高断面積合計と幹数の増減割合（プロット数）。

増加

増加

2010年～2023年間における、ブナの直径度数
分布の変化。6つのプロットをまとめたもの。

直径20ｃｍ以下の中・小高木が、祖母や九州
中央山地と同様に大きく減少している。2023
年には、10cm以下の小高木は存在しない。

36cm以上の大径木を含め、40％のプロットで幹数
が減少している。。



直近資料での小高木（D=1-5cm)の生育状態 直近資料での低木層（H=0.8-2m)の生育状態
1プロット当たり2区（22.6㎡×2)での観測

ブナは分布していない。
2プロットでは小高木＝0。
防鹿柵内と柵外間で大差はない。

ブナはP501,505の各1区で出現（いずれも被度1％
以下）。防鹿柵内、とくにPlot502ではスズタケ
が優占種となり、種数も柵外区より多い。



四国の剣山（1955ｍ）から三嶺につながる尾根には、草丈の低いササ原が拡がる。正面のピ－クは次郎笈（ｼﾞﾛｳｷﾞｭｳ：1930ｍ）。
太平洋から吹き付ける強風、かつての森林開発、さらに近年のシカの被食圧がササ原への遷移に影響しているのであろう。温暖化、
東シナ海からの強風、さらに続く高いシカ被食圧を受けている白髪岳ブナ林でも、同様な退行遷移が進む可能性がある。

白髪岳尾根部での
退行遷移モデル図



四国では、九州と同様にブナ帯の動態だけではなく、
亜高山針葉樹林帯も温暖化＋シカ被害で大きなストレスを受けている。
全国的な取り組みとして保全・保護が必要である。

2100ｍ

1400ｍ現在の亜高山針葉樹林帯下限

３℃上昇した時の亜高山針葉樹林帯下限



九州のブナ林維持には、温暖化ストレスからの避難場所の確保（潜在的生
育地の解放）、そしてシカ対策の強化が重要である。

解析に用いた資料は、九州森林管理局による保護林モニタリング調査結果
である。ここに、資料提供を頂いた九州森林管理局に感謝の意を表します。
なお、本解析結果に対する責任はすべて解析者にある。
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